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結核菌ノ増殖度二關スル研究

第5報 特殊環境二佳ヒスル健康子女ノ全血液中二

  於ケル人型F株結核菌ノ増殖度二關スル研究

金澤讐科大回大里内科教室（大里i教授指導）

     石川縣立讐王園

竹 谷 幸 太 郎
   Kblcu’o Take7a

（昭和16年5月29日受附 特別掲載）

内 容 抄 録

 金澤署科大學附麗署院看謹婦生徒104名ノ所謂健康

入トシテ特殊環境二働キツ・アル入々ノ全血液申二

S．C．C．法認ヨリ人型：F株結核菌ヲ培養シタルニ，結核

菌ノ増殖度バー一me二可良ナリシモ，個人的差異ノ存ス

ノレヲ認メタリ．

 而シテ頑癬ノ進ム海鵜ヒテ菌増殖度，漸i欠不良トナ

リシ事，「V氏網嚢陽性度ノ強クナルニ從ヒテ，菌増

殖不良トナル傾向ヲ窺ヒ，且ツ肺内二陳醤性病竈或ノ・

肺門部陰霧ノ増彊記ルモノニアリテハ菌増殖：ノ不良ナ

リシ黙ヨリS．C． C．二野ル結核菌増殖阻止作用ハ後天

的二獲得セル冤疫現象ノー方面ナリトシテ容認サル・

モ，個入方差異ノ嚴存スル以上（「マ氏反懸ノ陰陽性ナ

ルニ關セズ）先天的因子二支配サル・ヤ大ナルベキ事

ヲ述べタリ．
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第4章 實験成績綜括並二考按
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殖慶

次

 第2節 「マ氏反慮ノ張弱ト菌増殖度トノ關係

 第3節 赤血球沈降速度ト菌増殖度トノ關係

 第4節 ：B・C・G・接種ヲナシタルモノ・菌増殖度

第5章 結 論

   引用文献

第1章 緒

 結核ノ感染ハ個人ノ禮質或ハ生活環境等二支

配セラレ，其ノ度ヲ異ニスト難モ，人類ノ到底

防ギ得ザル試錬ノーニシテ，看護婦ノ如キハ其

ノ〕幟業上，日常結核患者ノ看護二或ハ結核汚染

言

材料ノ庭置二當ツテ，結核感染ノ機ヲ與ヘラル

・コト大ナリ．且ツ叉一方若年ノ子女ヨリ採用

セラル・ガタメニ，結核未感染者ハ比較的迅速

二「ツベルクリン反慮ノ陽性輻化ヲ彊ヒラレ，
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甚ダシク危瞼ナル境遇二存在スルモノト云フベ

ク，假令既二「ツベルクリン反鷹陽匪ナルモノ

ト難モ，濃厚ナル結核重感染二依リテ，悲滲ナ

ル蓮命ヲ辿ルモノ多キハ吾人ノ屡々目撃スルト

コnナリ．

 Slide Cell Culture二依ル結核菌増殖阻止作

用ハ，或ル程度幽幽作用トー一一■＆シ，諸種冤疫現

象ノー方面ナリト考フルハ現今一般ノ輿論ナリ

（拙著第4報緒言及ビ文献概要参照）．

 果シテ然うバ斯ル特殊環境二生活スル子女ノ

全血液内結核菌ノ増殖度ト結核感染トノ關係ヲ

研究スルハ興味深キ問題ナリト云フベシ．

 緒方，澁川㈹爾堅甲健康成人全血液ノ人型

結核菌増殖阻止作用ヲ研究シ，「ツベルクリン

反鷹陽性度ノ彊キモノニアリテハ菌増殖ノ阻止

セラル・傾向大ニシテ「ツベルクリン反鷹陽性

ニシテ菌増殖ノ阻止作用大ナルモノハ結核焚病

ヲ誘起スル傾向多シト言ヒ，且ツ健康成人二於

テハ「ツ反慮陰性帥菌増殖陽性，「ツ反慮陽性帥

菌増殖陰性ノ法則ノ成立シ得ザルコトヲ述べタ

リ．

 看護婦ノ全血液二依ル結核菌ノS．C，C．ハ緒

方，澁川ノ研究報告ヲ除キ之アルヲ識ラズ．

 劇団恩師大里敏授ノ御指導二從ヒテ，金澤讐

科大礼附驕讐敵看護婦生徒104名＝就キ，全血

液＝依ル人型F株結核菌ノS．C．C．ヲ行ヒ，結

核菌ノ増殖度＝就キテ攻究スルトコロアリ．其

ノ成績ヲ護表シ，諸家ノ叱正ヲ仰ガントス．

第2章 検 索 事 項

 1）被瞼者

 槍査ノ封象トナリシモノハ金澤醤科下弓薦醤院看護

婦生徒，昭和13年ヨリ同15年迄ノ勢望者ニシテ昭和13

年入學者39名，14年度34名，15年度31名ノ絡計104名

ナリ．

 2） ．S． C． C．

 理學的並二X線ニヨル橡査，赤血球沈降速度，「ツ

ベルクリン反態施行短時日後，昭和15年6／11，7／11e

％1／3日間二亘リ行ヒ，：F株人工結核菌ヲ使用シ，

培養期間7日間，増殖度柵以上ヲ可良ト見徹セリ．同

・一l二就キ2ケノ標本ヲ作製シ，綜合判定ヲ記載セ
リ．

 3） 赤血球沈降速度

 Westergrenノ襲置ヲ用ヒ，室温二放置シ，1時聞値

ヲ記載シ，1－8mmヲ正常，9－23mmヲ輕度促進，

24－55mmヲ中等度促進ト定置タリ．

 4） 「ツベルクリン反回

 三二落ツベルクリン」2000倍稀繹溶液ヲ0・1cc前脾

屈側皮内二注射シ，24st及ビ48st後二測定シ，敦レカ

大ナル方ヲトリ縦横ノ径ヲ異ニスルモノハ其ノ算術卒

均値ヲ以テ大サトセリ．

 判定規準ハ5－9mm（±），10－19mm（十），20－29

mm（H・），30一一一39mm（冊），40mm以上ヲ（冊）トシ，

4mm以下ハ陰性5mm以上ハ陽性ト定メタルモ，淋巴

管炎，水泡形成ヲ起シタルモノニアリテハ護赤：叉ハ浸

潤ノ大小二關セズ（器）二算入セリ．

 5） ］B．C。 G．接種

 昭和13年入學セシモノ・内ニテ，當時「マソ1・ウ氏

斜懸陰性野景リシ24馬験就キ行ヘリ．自ロチ第1回，昭

和13年7／V，大阪帝大今村内科ヨリ分概見ラレタル

0．02mg／1ccm／Vaccinヲ以テ，左上勝外側二1ccヲ

皮下二「ツベルクリン注射器ニテ注射セリ．

 第2回，昭和13年14／V，0・02mg／1ccm，1ccヲ右上

脾外側皮下二注射セリ．

 （備考）

 昭和13年％部チ第2回接種後116日目二24名二就キ，

「ツベルクリン反懸ヲ槍シタルニ凡テ陽轄セリ．

 6）参考二記田ソガタメ醤局員高橋氏が昭和15年6

月部チ余ノ實験二先行スルコト約5ケ月前二施行セシ

培養9日，11目ノS・C・q成績ヲ掲載セリ．

第3章 實 験 成 績
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第1表 第1學年生徒ノS・C．C・成績 （N・・1－31）

實

験

番

號

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

 氏   名

荒 ○ ト ○

北 ○ ト ○

仁 ○ 富 ○

苗 ○ 外 ○

能 ○ 久 ○

林  春  ○

原  松  ○

李○田鶴○
前 ○ 春 ○

本 ○ 一 〇

森 ○ 花 ○

役 ○ ト ○

山 ○ 澄 ○

山 ○ 政 ○

米 ○ 畳 ○

和 ○ 幸 O

扇 ○ 欝 ○

畝  久  O

小○田 千0子

北  タ  ○

佐○木  埼

中○外○子
忌 ○ 外 ○

中谷ミ○キ
野 ○ 清 ○

編 ○ ミ ○

藤 ○ ミ ○

松 ○ 照 〇

三 〇 清 ○

森○美○子
山 O 郁 ○

年

齢

18

16

16

16

17

ユ6

16

15

15

16

ユ6

ユ6

ユ7

15

15

17

16

ユ5

16

15

16

16

16

16

16

16

21

15

17

16

16

X  線  所  見

右側下部二陳菖性浸澗アリ且ツ該側
肋膜肥厚ス
右側第3肋間二二薔性小浸潤アリ

左側肺門結核（腫瘍型）

右側肺門結核（炎衝型）左肺門腺腫脹

異常ナシ

 11

 rl

 tl

 ll

 r／

 tl

 ll

 t／

 11

 1／

 tl

 1／

 1／

 tl

 t／

 1／

 11

 11

 1t

 1／

 t！

異常ナシ

 t！

異常ナシ

 tl

 t／

赤血球沈
降i速度

1時間（

値mm，

6

5

5

4

13

19

7

8

10

5

10

4

20

32

8

10

11

7

7

8

4

23

15

8

17

5

5

14

19

11

3
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S．C．C．

成績
（欝昌）

±

十十

十

十

柵

十

十

±

面

谷

柵

±

±

柵

±

柵

高  橋

S．C．C．成績

培養日数

9日111日
訣

鉄

・冊

立
十掛

柵

柵

壬1皆

六

号掛

柵

十

十

十

十

±

柵
十十

著掛

冊
モ冊

柵

六

六

柵

敏

六
一辮

・珊

虚

血

十

「マ」氏

反 鷹i

（一）

tl

ll

t！

11

1／

1／

11

／／

1／

1／

11

11

11

11

1！

（鼎）

（±）

（柵）

（什）

（＋）

（粁）

（柑D

（＋）

（柵）

（＋）

（±）

（柵）

（＋）

（＋）

（±）

第2表  第2學年生徒ノS．C．C．成績 （N・・1－34）

實

験

粛

白

1

2

3

氏 名

井 ○ 民 O

上  ○  薫

江 ○ 圓 ○

年

齢

ユ7

16

ユ7

X  線  所  見

異常ナシ

 tl

 rl
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赤血球沈
降速度

（蔀黒ノ

14

6

8

竹 谷

S．C．C．

成績

欝目）

柵

高 副
S．C．C．成績

培養日数
9日 11日

柵

柵

｛冊

冊

「マ」氏

反 懸

（一）

tl

t／
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4大○晃018    〃
5貝○久017    〃
6長○梅017    〃
7林 倶 017    〃
8  藤  ○  春  0  19              〃

9藤Oコtミ017    〃
10堀スミ018    〃
11松○幸021    〃
12  宮 （⊃ 夕＄喜 0  16               〃

13村○清017    〃
14安○和017    〃
15籔○邦017    〃
16吉○シ017    〃
17吉○高016    〃
18吉○秀017    〃
19六〇利018    〃
20 石 ○ ア 0 17 左側肺門結核（炎衝型）

21 片 ○ タ 0 17      異常ナシ

22片○文17    〃
23 1Jtl O 1一 O i 17 i ti
24  古  ○  静  0  17               〃

25寺○キ016    〃
26長○郁018    〃
27中 ○ 操17
28 中 ○ 節 0 18      異常ナシ

29西○溌017
30 濱 O i菊 0 17       異常ナシ

左側肺門淋巴腺腫脹症

右側鎖骨下二索状陰肇ヲ見ル

glelelelo 1 e le］e
12 柵 十十 鋏
7 ｛｝ 毛ト 柵
10 十十 ＋ 毛ト
9 モ｝ 拙・ 柵
ii 1 e lele
39 ｛｝ 曾 ｛｝
9 十 柵 拙・
3 十十 1十 モ｝
16     十十    曇冊    柵｝

17      4柵     モ掛    十卜十

17      ・〔｝     モ｛冊    十十十

7 十十 ・冊 柵
3 柵 柵 ｛｝
15 モ〉 柵 柵
5 十 十｝ 柵
19 モ｝ 十十 二二

26 1± 1十1十
12 十← 十 敏

61e1－1＋22      モ｝     十十    4掛

6 十 柵 十十
53 モ｝ 冊 負決
8 十十 拙・ 敏
15 ］ 十 1－1 十十

8 柵 鉄 柵

tl 1

11

tl

ll

tl

ll

tl e

tl

ll

tl

陰轄
（一一）

11

t／

t！

1！

（冊）

（±）

鰹）

（柵）

（什）

（柵）

（柵）

陽轄
（柵）

（紛

（柑）

（柵）

31 本 ○ 花 ○ 17 〃 18 粁 甘 冊 細）

32 前○喜○子 17 〃 26 冊 柵 台 （柵

33 無 ○ キ O 17 右側肺門結核右側肋膜肥厚 25 柵 粁 柵
隙博
i柵）

34 申  O  薫 17 異常ナシ 6 ± 朴 鉄 （冊）

第3表 第3學年生徒ノS・C・C・成績（No・1一一39）

銀

翼

番

號

1

2

3

4

5

6

7

8

9

氏 名

青○敏○
浦Q花0
大○千○
大○公○
笠 ○ 重
金○喜○二
二○ミ0オ
坂Oキ○子
澤 鳩 ○

年

齢

18

19

18

18

20

18

ユ8

19

21

X 線 所 見

   異常ナシ
右側肺尖部及ビ右側肺門部二接シ陳
醤性浸潤アリ

   異常ナシ
左側鎖骨下二陳善性小侵澗アリ

   異常ナシ
    11
   1！
   1！
   rl

    ［ 268 ］

趨劉竹谷
S．C．C．

（1時三値mm）轟

12

11

5

13

5

6

25

8

4

1（卿日）

土

±

珊

±

±

十

階 橋

S．C。C・成績

培養日数

9日111日

十

±

十十

±

±

±

±

拙1｝

欲

±

十

十

「マ」氏

反態

（柵）

（柵）

（＋）

（禰

（一一）

（柵）

（柵）

（柵）

（＋）

s
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10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

：城 ○ 文 ○

高○キ○工
池 ○ 芳 ○

東  豊  ○

山 O b O
山 ○ 正 0

：青0富○枝
犬 O ナ 0

今0佐○子
岩Oイ○工
臨 ○ 恭 O

太 ○ 敏 0

金 ○ ス ○

河 ○ 幸 ○

北 ○ 朗 ○

草 ○ 喜 ○

・越 ○ 清 ○

白 O  b O

杉 0 秋 O

高 O シ 0
民 ○  ト ○

申 ○ 愛 ○

申 O 外 0
中 ○ 敏 ○

花 ○ キ 0

曳 ○ シ 0

4s O タ 〇

三 〇 鐵 ○

森 0 嘉 0
山 O  リ O

19

20

18

20

18

2e

18

18

18

18

18

19

18

20

18

’t8

18

17

18

18

18

18

18

17

20

19

18

18

18

18

       t／

       t！

       tl

       1！
右側肺門結核（ヤ・炎衝型）

異常ナシ

 1／

 t／

 tl

 rl

 tl

 1！

 11

 tl

 ll

 t／

 tl

 ll

 tl

 1！

 t／

 t／

雨肺二索駄陰第アルヲ認ム

      異常ナシ

       1！

左側鎖骨下二陳蕉性小浸潤アリ

      異常ナシ

右側鎖骨下二小浸潤ヲ認ム

左側肺門結核（炎衝型）

      異常ナシ

6

13

5

8

18

9

15

7

18

27

26

10

11

8

25

7

13

23

5

4

6

17

40

13

10

17

15

35

13

5

±

柵

柵

±

柵

辮｝

冊

±

冊

柵

柵

±

柵

十

予欝

十

±

柵

柵

十

±

十

十十

十

十

十

±

十

十

柵

十

±

±

十

十十

±

柵

±

±

十十

±

士

±

十

±

十十

十

±

±

十

十十

柵

十

十

柵

＝ヒ

十

珊｝

±

十十

十

二

二

±

十十

柵

±

｝1冊

十

±

二

十

 （柵）

 （珊

 （＋）

 （｛ll十）

 （柵）

 （柵D

 （＋）

 （±）

 （柵

 （±）

 （＋）

陰輔（一）

 （＋）

陰韓（一）、

 （鮒

陰轄（一）

 （±）

 （＋）

 （＋）

 （±）

陰野（一）

 （＋＋）

 （±）

 （細

陰轄（一）

 （｛冊）

陰野（一）

 （＋）

 （＋＋）

 （＋）

第4章 實験成績縛括一二考按

 實験ノ湯江トナリタル看護婦生徒104名ハ勤

務上，或ハ健康ヲ阻碍スルニアラズヤト思考サ

ル・モノ数名アリタルモ，凡テ所謂健康入トシ

テ認メ得ルモノナリトス．第4表二見プル・如

．

第4表 學年別菌増殖度一覧表

＼＼解搬
{年別＼

分 ｛ll昏

冊 劃一 十一 ±』 計

一『第1照年生徒 14 1 5 2 4 5 31

第2學年生徒 13 3 4 8 4 2 34

第3學年生徒 8 9 4 3 5 10 39
一 幽 一 一  一

計 奮冨τ・31・3ヨ7図

ク，特殊環境二生活スル健常子女二於テモ菌増

殖二著シキ攣動アルヲ知ルベシ．

 健常人，健常動物二於テ各個禮二依り菌増殖

＝相異ノ存在スベキコトハ，第4一二於テ既

述セシトコロナルモ，之ヲー括シ述べンニ，

Me｛ssner（13）ハ健常海二一ビ健常家兎二於テハ菌

増殖＝個性的差異ヲ示スコト僅少ナリシモ，健

常人血液二言テハ甚ダシク個人的差異ヲ示セリ

ト云フ．

 緒方（18）氏ハ健常海狽全血液中二於ケル人臣

結核菌ノ増殖ハ個盟二依り著シク相異アルヲ知

りタリ．帥チ何等認ムベキ原因ナクシテ而モ結
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核菌増殖ノ極メテ不良ナル例＝可成り多数遭遇

シ，全然増殖ヲ見ザリシモノ健常海門118ノ内，

33帥チ28％ヲ算セシ事二三ビ（±），（一）ヲ以テ

増殖不良ト假定センカ，其ノ全海門敷ノ58．5％

二二當セリト云フ、．帥チ試験海猿ノ約牛歎以上

パ増殖不良ナリキト，而シテ無檜二叉ハ塘殖不

良ノ原因ヲ海狽ノ個性的差異＝基因スベシト断

定セリ．其後，緒方，三川（19）三門ハ健康成人

ノ二型結核菌檜殖阻止作用二個人的差異アルヲ

認メ，人肥二二ケル此ノ増殖障止作用ノ個人的

差異ハ後天的ノ因子二支配サル・コト多カルベ

シト思老」シタリ．

 佐藤（21），伊藤（6）爾志亦二二個々二品リテ菌増

殖二差等ノ存スルヲ認メ，西川（16）氏ハ健康乳

見二於テハ菌檜殖旺盛ナリシモ個人的差異ヲ認

メタリト云フ．

 西村㈹氏ハ流動パラフィン法二三ラザルS・C．

C．＝於テハ理論上増殖可良ナルベキモノ＝不良

ナリシモノ多数アリシヲ維験シ，熊本（11）氏ハ

海二二就キ，菌増殖度ノ個艦二二相異アルヲ二

日タリ．

 以上二二成績ヨリ観ズ7L二，健常禮二於ケル

結核菌増殖阻止作用ハ果シテ先天的ノ個性的差

別二依ルモノナリヤ，叉後天的＝得タル冤疫＝

因スルや其ノ核心ヲ掴ム能ハズ．

  第1節學年別蛇二「マ氏反回陽陰別

       二依ル菌増殖度

 第5表二見ラル・如ク，第1學年生徒二於テ

第5表  學年別鼓二「マ氏反鷹陽陰別二三ル菌増殖度

＼で氏購

菌増殖度＼
     ×

柵

柵

十

±

陽陰性者ノ菌
増殖度・柵以上

ノ数及ビ％

陽陰合算菌壇
殖度柵以上ノ
論及ピ％

第1一年生徒

陽性者

8

1

2

1

0

3

  11
73．3±11．4

陰性者

6

0

3

1

4

2

  9
56．3±12．4

 20
64．5±8．6

第2一年生徒

陽性者

4

2

1

3

3

2

  7
46．7±12．9

陰性者

9

1

3

5

1

0

 13
68．4±10．7一

 20
58．8±8．4

第3學年生徒

陽性者

7

7

2

2

4

10

 16
78．1±8．8

陽性アネルギーノ
状態二在ルモノ

1

2

2

1

1

  5
71．4±17．1

 21
53．8±7．9

ハ増殖度柵以上ノモノ「マ氏三鷹陽二者＝於テ

ハ（73．3±11．4）％，陰性者二丁テハ（56．3±12．4）

％アリ．第2二年生徒ニアリテハ同ジク（46．7

±：12．9）％，（68．4±10．7）％，第3學年二二テハ

陽性者二二テ（78．1±8．8）％，陽性アネルギー」

ノ状態ニアルモノニ於テ（71・4±17．D％＝シテ，

「ツベルクリン反鷹二二二二依ル菌ノ増殖度二

關係ナキヲ知ル．

 但シ學年別二襯察スル＝，第1，第2，第3

學年ト順次丁年ヲ重ヌルニ從ヒ，菌増殖度漸次

不良トナリシヲ窺ヒ知ルベシ（645±8．6）％，

（58．8土8．4）g6， （53．8±7．8）％．

 之ヲ高橋氏ガ9日，11日ノ培養日歎ヲ以テ槍

査iシタルモノニ比スル＝（第；6表参照），第1，

第2學二二於テハ「マ氏二二陰性者ノ増殖度陽

性者二階ルが如キモ，第3學年二二テハ陽性ア

ネルギー一」ト思ハル・モノニ於テ著シク不良ナ

リ．但シ三年ヲ重ヌルニ從ヒ増殖可良ナルモノ

遽減セルラ知ル．

 之ヲ要スル＝，一般的二槻察シ，健常看護婦

生徒二於ケル「マ氏反鷹ノ陽陰ハ菌増殖二左程

有意義ナル關係ヲ有スルニアラザルモ，年次的
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第6表  學年別蛙二「マ氏反町陽陰別二依ル菌増殖度

培養期聞 9  日 11  日

  「マ氏
@    反懸

福苑¥測度

第血肉徒第2凶年心惑3學年生徒 第1二年生徒 第2學年生徒 第3學年生徒
陽画陰性者陽性者陰暁片影賭墜肇三書隣者幽幽儲麗醐儲勝三薯

冊

冊

十

±

5

3

0

3

4

0

2

4

3

5

0

0

0

1

3

8

2

0

5 1 2

6 1 2

tl， 1 2

3 1 4

1 1 10

0 1 12

o

o

o

1

1

5

3   5

4   4

1   3

3   1
  へ
1   0

0   1

1

2

3

2

2

0

8

6

4

0

0

0

4

4

3

6

6

4

0

1

0

2

2

2

陽陰性者ノ菌  8 1g  4  15  6   0
購醗上望i塁．91蟹i隻．8難．、7匙8．41隻§．9・

 8i 12 161 18 1 11 1 1
66．7 185．7 160．0            40．8 114．3
         100．0±13．61 ±9．41±15．5            ±9．51 ±13．3

雛鱗轡5曲・  1957 ．6±8．6   6 1 20 1 24 1 11215．4±5．8 」 76．9±8．3 1 85．7±6．6 1 35．6±8．2

二観テ漸次菌増殖度不良トナリタルハ冤疫ト多

少ナガラ關悪性ヲ有スルヲ教フルモノニアラザ

ルカ．

   第2節 「マ丁丁憲ノ彊弱ト

      菌増殖度トノ關係

第7表二見ル如ク，「マ氏反慮（冊），（柵）ヲ

第7表 「マントウ氏反tノ張弱ト菌増殖度ノ關係

「マ氏反慮 （柵）＋（柵） （粁）＋（＋） （±）＋（一）

菌増殖度
27   5 6    15 9   42

合 8（25・0±7・7） 6（28・5±9・9） 21（41・2土6・9）

冊 6（18・8土6・9） 3（14・3±＝7・6） 4（7・8±3・8）

柵 2（6・3士4・3） 3（14・3±7・6） 8（15・6±5・1）

昔 3（9・4±5・2） 3（14・3±7・6） 7（13・8±4・8）

十 3（9・4±5・2） 3（14・3±7・6） 7（13・8±4・8）

士 10（31．1±8・2） 3（14・3±7・6） 4（7・8±3・8）

増殖三二以上
m数回ビ百分
ｦ（％）

  16
i50・0±8・8）

  12
i57・1±10・8）

  33
i64・7士6・7）

彊陽性，（什），（十）ヲ中等度陽性，（±），（一）

ヲ弱陽性ト三大別シ，其ノ各々二薦スル増殖度

珊以上ノ百分率ヲ求ムルニ，（＋Ht），（＋ff）二階テ

ハ（50．0±8．8）％，（粁），（十）恵雨テハ（57．1±

10．8）％，（士），（一）二丁テハ（64．7±6．7）％ト

「マ氏反慮陽性度ノ減弱スルニ從ヒ，菌増殖度

可良ナルモノ漸次増率セリ．

 之ヲ高橋氏ノ槍査成績二就キテ観察スルニ第

8表ノ如クニシテ，余ノ場合ニー致シタルコト

ヲ言ヒ得ベシ．

 帥チ犀川，緒方q9）爾氏ノ云ヘルが如ク，健

常人＝於テハ「ツベルクリン反身陽性度ノ彊キ

モノ＝依り菌増殖阻止セラル・傾向ノ多キコト

ハ，余ノ白白二戸リテモ些少ナガラ窺ヒ知ルヲ

得ベシ．
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第8表 「マントウ氏反鷹ノ張弱ト菌増殖度ノ關係

培養期間 9  日 11  日

＼＼「マ氏反態  ＼

ﾛ増殖度＼
（柵）＋（柵） （甘）＋（＋） （±）＋（一） （柵）＋（冊）

台 1 3 10 5

柵 4 2 ユ0 3

柵 3 2 7 5

骨 7 6 11 7

十 10 ． 5 3 4

± 6 3 8 2

増殖度柵以上
m数及ビ盾分
ｦ（％）

  8
Q5．8±7．9

  7
R3．3±10．2

 27
T5．1±7．1

  13
T0．0±9．8

（粁）＋（＋）

2

6

2

1

tlr

1

  10
62．5±12．ユ

（±）＋（一）

14

12

7

6

3

4

 33
71．7±6．6

    第3節赤血球沈降速度ト

      菌増殖度トノ關係

 増殖度珊以上ノ百分率ハ正常（59・1±7．4）％，

］輕度促進（58．0±7．0）％，中等度促進（60・0±155）

％ニシテ菌増殖度ハ赤血球沈降速度ノ邊速二關

係ヲ有セズ．之ヲ高橋氏ノ成績＝就キ観察スル

ニ，9日目威績（第10表参回目＝於テハ輕度，中

等度促進二十テ正常ナルモノニ比シ，増殖度不

第9表  赤血球沈降速度ト菌増殖度ノ關係

1菌増殖度

  柵
  柵

   十

   ±

1認

増殖面持以上
ノ堅甲ビ百分
率（％）

正   常
（1－8mm）

16

3

7

7

6

5

  25
（59．1±7．4）

仏跡促進
（9－23mm）

17

7

5

6

6

9

  29
（58．0±7．0）

申等度促進
（24 一 55mm）

2

3

1

0

1

3

  6
（60．0±15．5）

第10表  赤血球沈降速度ト菌増殖度トノ關係

培養日激

＼赤  三
三颯蔽＼＼

柵

柵

十

二

埆殖度拙以
上ノ数及ビ
百分率

9  日

正  常
（1－8mm）

8

7

7

9

3

7

 22
53．7±7．8

輕度促進
（9一一23mm）

5

7

4

13

13

6

 16
33．3±6．8

中等度促進
（24－55mm）

1

2

1

2

2

4

  4
33．3±13．6

11  日

正  常
（1一一8mn））

10

9

5

8

3

3

 42
63．2±7．8

輕度促進
（9－23mm）

8

12

8

5

6

3

 28
66．7±7．3

中等度促進
（24－55mm）

3

0

1

1

2

1

  4
50．0土17．7
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良ナルヲ認ムルモ，11日目成績（第10表参照）二

於テハ，菌増殖度ト赤血球沈降速度トハ關聯性

ヲ有セザルヲ見ル．

   第4節 B．C．G．接種ヲナシタル

       モノノ菌増殖度

 伊藤㈹氏ハ：B．C． G・接種後＝於テ結核菌護育

阻止作用ヲ認メ，伊藤，飯田，野尻，澁川σ）ノ

諸氏ハ：B・C・G・ヲ接種セシ猿二就キテ，接種後

2週乃至3週闇ヲ経過セバ其ノ血液申二明カニ

結核菌増殖阻止ヲ獲現スルヲ知レリ．

 西川㈹氏ハB．C． G．ヲ接種セル健康乳児全血

液内二丁テハ菌増殖ヲ阻止スベキコFヲ一見

シ，工藤（10）氏亦B・C．G・ト接種二依ル菌増殖阻

止作用二就キ實験研究セリ．

 近藤氏（9）ハ36名ノ看護嬬二就キ：B．C． G．ヲ接

種：シ，接種後3ケ月，6ケ月，12ケ月，18ケ月，

24ケ月ノ5回二亘り「ツ反回ヲ槍シタルニ，接

種3ケ月後ニハ66．79／o，爾後66．7％，80．6％，

82・9％，84．896ト漸次陽性率ハ上昇シ，2000倍

「ツ反慮陰性者ヲ更二100倍稀繹「ツ液ヲ以テ槍

スル時ハ，3ケ月後二殆ンド凡テ陽性轄化ヲ來

シタリト云フ．

 余ノ場合二三テハ，昭和13年％即チ第2回

：B．C．G．接種後116日目二二テ陽轄セリ．而シテ

陽蒋後，余ノS．C．C．島島ハ2年2ケ月二，高

橋氏ハ同様1年9ケ月二施行セルモノナリ．但

シ13，C． G．接種者ハ第3方士當時「ツ反憲陰性

ナリシ24名二限ラレタリ．B．C． G．接種ノ有無

二一リテ第3學年ヲニ分シ，菌増殖度ヲ襯察ス

ルニ第11表ノ如クニシテ爾寸間二言シキ運庭ア

第重1表  第3學年B．C．G．接種ノ有無二子ル菌増殖度

實 験 白 竹  谷 高 橋

培養日数 7  日 9  日 11  日

B．C・G．接種

ノ有無 （＋）1（一） （＋） （一） （＋） （一）

菌増殖度  ＼ 1

台
4   1   4   ［

2 0 i   2 2

冊
7  i  2   「

1 1 5 1

冊
3  i  1   1 1 ・ 1 1   1 2

粁 2   1   1 4 1   1 4   1 4

十 4 1 1 5 6 爆 4

± 4      6 U 6 5 1
1         1

増殖度柵以
繝m数及ビ
S分率（％）

  14  i 7     158．3＝圭：：10．1 i46．7±12．9 1 ・116・7±7・6

  2
P3．3±8．8

  8
R8．1±10．6

  5
R5．7±12．8

ルヲ認ムル能ハズ（但シ：B・C・G・ヲ接種セザル

モノハ「マ氏反鷹陽性ナルハ論ヲ侯タズ）．高橋

氏ノ實験成績二依ルモ同一ナリ．

 帥チB．C．G．ヲ接種シタルモノニ於テ特二増

殖度阻止セラレタリト考フルヲ得ズ．

結

 1）本論交ハ金澤讐科大學附属讐院看護婦生

徒104三二就キ，其ノ全血液内二於ケル轡型：F

株結核菌ノ増殖度如何ヲ功験研究セルモノナ

リ．

論

 2）健常子女ノ杢血液内結核菌ハ其ノ培養増

殖度概シテ早良ナリト難モ，個人的二差別アル

ヲ認メタリ．

 3）「マ氏反慮ト菌増殖度トノ蓮行的關係ハ

［ 273 ］
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認メ得ザルモ，「マ品品鷹ノ陽性度ノ強キモノ

ニ於テ阻止的傾向漸増シタリ．

 4）學年ノ進ム画論ヒテ，菌増殖度ノ愚智ナ

ルモノ減少セリ．

 5） 菌増殖度ト赤血球沈降速度トハ全心性ラ

認メ難シ．

 6）肺内二陳奮性病竈ノ存スルモノ，或ハ肺

門即断騎ノ増大セルモノ＝アリテハ菌増殖度劣

勢ナリ．

 7） ：B．c． G．；接種四二於テ菌増殖特二阻止セ

ラレタリト認メ得ズ．

 8） 健常人＝於ケル菌増殖度ノ個人的差異ハ

3）4）6）ヨリ後天的二獲i得シタル二二二二リ

テ支配サル・如クナルモ，尚ホ個人間二歴然タ

ル個人的差異ヲ認ムル以上，先天的因子ノ多分

二刀與シ居ルニァラザルヤヲ認メザルベカラ

ズ．要之，S．C．C．二依ル結核菌増殖阻止現象

ハ冤疫ノー方面タリ得ルニ止マル．

 9）陽性アネルギー一Jノ歌態ニアルモノノ菌

増殖度ハ可良ナリ．

 10）高橋氏ノ域績二比スルニ増殖度一般二可

良ナルヲ認ムルモ，各個人品就キ，略ボ相近似

セル増殖度ヲ示シ，此ノ現象御母1，第2學年

生徒二於テ特二附置ナリ．

 稿ヲ終ルニ當リ，御指導御校閲ヲ添ブシタル恩

師大里教授二裏心ヨリ銘謝ス．尚ホ三王園長大澤

天臣博士ヨリ種々ナル御助言ヲ一躍リタル事，

「レントゲン爲眞ノ記載共ノ他關係事項二就キ，

講師芦澤藤亮国士ヨリPt 7〈御懇切ナル御幽幽ヲ賜

ハリタル事，畏友高橋宗義學士ノ實瞼成績ヲ参照

シタル事其ノ他門係各位二鳴謝ス．
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